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温度 (おんど)で色 (いろ)が変 (か)わる絵 (え)の具 (ぐ)を使 (つか)って、コップに絵 (え)や文字 (もじ)をデザインしよう。冷 (つめ)たい飲 (の)み物 (もの)や温 (あたた)かい飲 (の)み物 (もの)を入 (い)れると・・・なんと不思議 (ふしぎ)！？“色 (いろ)が変 (か)わる魔法 (まほう)のコップ”の出来上 (できあ)がり。温度 (おんど)について学 (まな)んだり、不思議 (ふしぎ)な仕組 (しく)みの正体 (しょうたい)（サーモクロミズム）を学 (まな)びながら、実際 (じっさい)に色 (いろ)が変 (か)わる様子 (ようす)を楽 (たの)しく観察 (かんさつ)してみよう！完成 (かんせい)したコップは繰 (く)り返 (がえ)し使 (つか)えるから、おうちでもいろんな温度 (おんど)の飲 (の)み物 (もの)を入れてみてね。


2016年 (ねん)に始 (はじ)まった自然 (しぜん)科学 (かがく)系 (けい)技術部 (ぎじゅつぶ)の地域 (ちいき)貢献 (こうけん)活動 (かつどう)は、
今年度 (こんねんど)で第 (だい)10回 (かい)を迎 (むか)えます。

今回 (こんかい)は温度 (おんど)で色 (いろ)が変 (か)わる魔法 (まほう)のコップを作 (つく)る理科 (りか)教室 (きょうしつ)を開 (かい)催 (さい)します。

実際 (じっさい)に大学生 (だいがくせい)が使 (つか)っている実験室 (じっけんしつ)で、夏休 (なつやす)みに楽 (たの)しくものづくりを

してみませんか？
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